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アンケート概要

• 実施主体：東邦大学全学教務委員会

• 対象：各学部・学科に所属している全学年の学部生（大学
院生は除く）

• 実施期間：2024年8月5日（火）～9月24日（火）

• 回答者数：1,292名（2024年5月1日時点で在学中の学部
生計4,818名のうち、26.8％）

• 設問：次ページ参照
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アンケート設問（1/3）
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No. 項目

1 自身の学部・学科

2 自身の学年

3-1
1コマあたりの授業時間数の変更後の、自身の授業時間以外の学修時間の変化
（※医・薬2年次以上のみ）

3-2
1コマあたりの授業時間数の変更後の、教員の授業手法の変化
（※医・薬2年次以上のみ）

3-3
前問で「大きく変化した」「やや変化した」と回答した場合、具体的にどのような点に変化を感じたか
（※医・薬2年次以上のみ）

3-4 授業時間の変更についての自由記述

4

今年度の4月～7月における、1日あたりの平均的な授業内学修時間（＝授業に出席している時間）
（※）キャンパスの教室・実習室等で行われる授業のほかにも、以下のような授業も含む。
・病院・薬局等の医療施設における臨床実習
・学校における教育実習（教員養成課程）
・卒業研究として行う研究、ゼミ等への出席、研究指導を受ける時間

（※）No.3-1～3-3の集計結果は、本紙においては割愛している



アンケート設問（2/3）
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No. 項目

5-1

今年度の4月～7月における、週あたりの授業時間以外の平均的な学修時間（定期試験直前期以外）
（※）「学修時間」は主に以下のような時間を想定。
・予習・復習等、授業に関連する内容の学修（課題以外）
・授業で課された事前・事後課題に取り組む時間
・CBT・OSCE、国試模試、卒業試験、国家試験等の対策時間
・医療施設・学校等における臨地実習のための準備時間

5-2

定期試験直前期を除く通常の学期中、授業時間以外の学修において最も時間を費やしているもの（以下から1つ選択）
・予習・復習等、授業に関連する内容の学修（課題以外）
・授業で課された事前・事後課題
・CBT・OSCE、国試模試、卒業試験、国家試験等の対策
・卒業研究に関する学修（実験結果のまとめ、論文作成等）
医療施設・学校等における臨地実習のための準備

5-3 前問（5-2）で最も時間を費やしていると回答した学修は、週あたりの学修時間のうち、どのくらいの割合を占めるか

6 今年度の4月～7月の定期試験直前期における、週あたりの授業時間以外の平均的な学修時間

7 授業時間外学修を行う場所（複数回答可）

8 1日あたりの平均的な睡眠時間

9 1日あたりの片道の通学時間



アンケート設問（3/3）
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No. 項目

10 1日あたりの娯楽にあてる平均的な時間（友人との交遊・趣味の時間を含むが、通学・睡眠時間は除く）

11 1週間のうち部活動・サークル活動を行う時間

12 1週間のうちアルバイトを行う時間

13-1 普段の授業受講や定期試験に臨むにあたり、自身の学修時間は足りていると感じるか

13-2 前問（11-2）で「やや足りていない」、「まったく足りていない」と回答した場合、その理由（複数選択可）



基礎集計
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＜回答者数・回答率内訳（学部・学科別）＞



1日あたりの授業における学修時間
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週あたりの授業時間外学修時間【通常時】
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授業時間外学修（通常時）で最も時間を費やしているもの①
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授業時間外学修（通常時）で最も時間を費やしているもの②
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授業時間外学修を行う場所
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週あたりの授業時間外学修時間【定期試験直前期】
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1日あたりの平均的な睡眠時間
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片道の通学時間
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1日あたりの平均的な娯楽（友人との交友・趣味等）時間
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週あたりの部活動・サークル活動時間
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週あたりのアルバイト時間
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学修時間に対する学生の自己認識①
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学修時間に対する学生の自己認識②
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学修時間に対する学生の自己認識③
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学修時間に対する学生の自己認識④
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